
おおさか自治体の仲間　2024年５月15日　第403号 ４５ 2024年５月15日　第403号　おおさか自治体の仲間

今月の
　記念日

材料（４人分）

■�米３合、鶏肉（モモ肉）80ｇ、ごぼう２分の１本、白ごま（いりご
ま）小さじ３、濃口しょうゆ大さじ３、さとう小さじ３、みりん小さ
じ1.5、酒小さじ１

①鶏肉は、縦に２〜３本包丁を入れて、斜めに細かく切る。
②ごぼうは、千切りにする。
③米をとぎ、1.2倍の水（調味料を含む）に浸漬する。
④調味料と材料（鶏肉、ごぼう、白ごま）を入れ、炊く。

※給食でのおかずは高野豆腐の煮物と豚汁です。

作り方

　ご覧になった方がきっとおられるでしょう。黒澤明監督による1952年の映画「生き
る」。とある自治体の市民課長・渡辺勘治を志村喬が演じます。「お役所仕事」に明け
暮れていた課長が、自らの死に直面して初めて、自分のやるべき仕事に気づきます。
「あそこじゃ無理ね」と言われても。「自治体職員の働きがい」「自治体職員の生きざ
ま」を考えさせられます。

　「度量衡」の国際的な統一を目的に1875年５月20日成立したメートル法に関する条約を記念する日。2019年に
質量の計量単位（SI単位）の定義が「キログラム原器」から「プランク定数」へ物理定数の定義が130年ぶりに
改定され、科学技術の向上で「微小な質量」でも計量精度が高まり、医薬品や工業製品の開発にも大きな貢献に
つながっています。大阪府計量検定所（大東市）では、計量法による届出や申請、計量器の検定、立入検査実施
など計量検定の業務をしています。私たちの日常生活であまり意識しないけど、重要な役割を果たす「計量の世
界」に少し理解が深まりましたか。

あそこでも、やれば、
わしにも何かできる ５月20日

世界計量記念日

　

「
あ
ま
ろ
っ
く
」
と
は
、
通
称
で
「
尼
ロ

ッ
ク
」
と
い
う
「
尼
崎
閘
門
（
こ
う
も
ん
）」

の
こ
と
で
す
。
尼
崎
市
の
治
水
、
高
潮
対
策

と
、
臨
海
部
の
船
舶
利
用
を
両
立
さ
せ
る
目

的
で
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

39
歳
の
優
子
は
、
国
立
大
出
で
優
秀
な
キ

ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン
。
し
か
し
出
来
す
ぎ
が
仇

に
な
っ
て
理
不
尽
な
リ
ス
ト
ラ
で
失
業
し
て

か
ら
は
、
実
家
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

父
親
の
竜
太
郎
は
町
工
場
を
経
営
し
て
い

ま
す
。「
人
生
に
起
こ
る
こ
と
は
何
で
も
楽

し
ま
な
あ
か
ん
」「
死
ぬ
ま
で
わ
ら
っ
て
い

た
い
」
と
口
に
す
る
竜
太
郎
が
突
然
、
再
婚

す
る
と
言
っ
て
20
歳
の
早
希
を
つ
れ
て
き
ま

す
。
優
子
は
19
歳
年
下
の
義
母
と
い
う
チ
グ

ハ
グ
な
現
実
に
と
ま
ど
い
、
振
り
回
さ
れ
な

が
ら
、
３
人
で
の
共
同
生
活
が
始
ま
り
ま
し

た
。
ま
っ
た
く
噛
み
合
う
こ
と
が
な
い
な
か

で
、
あ
る
不
幸
な
出
来
事
を
き
っ
か
け
に
、

渡辺　勘治（志村　喬）
（映画「生きる」より）

「あまろっく」「あまろっく」

尼
崎
を
舞
台
に

規
格
外
れ
の
家
族
の
物
語

鶏めし

岸和田市職労 学校支部 給食分会

協力：現業評議会・給食部会

　

吹
田
市
立
博
物
館
は
紫
金
山
公
園
の
一

画
に
あ
り
ま
す
。
千
里
丘
陵
で
は
、
古
墳

時
代
に
は
大
規
模
な
須
恵
器
の
窯
場
が
つ

く
ら
れ
、
歴
史
時
代
に
は
宮
殿
用
の
瓦
が

焼
か
れ
、
窯
業
が
盛
ん
な
時
期
が
あ
り
ま

し
た
。
紫
金
山
公
園
一
帯
に
は
難
波
宮
と

平
安
宮
の
二
つ
の
造
営
瓦
窯
（
国
指
定
史

跡
）
を
は
じ
め
、
古
墳
や
移
築
さ
れ
た
須

恵
器
窯
跡
、
ま
た
岸
部
地
域
の
氏
神
で
あ

る
吉
志
部
神
社
が
あ
り
ま
す
。
博
物
館
に

は
、
こ
う
し
た
史
跡
に
関
連
す
る
実
物
大

窯
跡
な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
博
物
館

を
起
点
と
し
て
、
緑
豊
か
な
紫
金
山
公
園

内
を
散
策
し
な
が
ら
瓦
を
生
産
し
た
遺
跡

な
ど
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

吹
田
市
立
博

物
館
は
、
①
地

域
の
文
化
を
継

承
し
、
発
信
拠

点
と
な
る
こ

と
、
②
市
民
が

参
加
し
、
市
民

文
化
の
向
上
に

寄
与
す
る
こ
と

を
使
命
と
し

て
、
歴
史
・
文

化
資
料
の
調
査

研
究
・
次
世
代

へ
の
継
承
、
市
民
が
主
体
的
に
博
物
館
活

動
に
参
加
で
き
る
よ
う
な
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
こ
の
姿
勢
の
も
と
、
年
２
回

の
特
別
展
の
他
、
市
民
実
行
委
員
に
よ
る

吹
田
の
自
然
と
環
境
を
テ
ー
マ
と
す
る
夏

季
展
示
、
資
料
に
「
触
れ
る
」
こ
と
を
テ

ー
マ
に
し
た
「
さ
わ
る
月
間
」
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。
６
月
２
日
ま
で
、
春
季
特

別
展
「
繁
栄
し
た
湾
口
の
湊
津

－

吹
田
垂

水
遺
跡
群
を
よ
み
と
く

－

」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

119

吹田市の文化に触れ
古代の遺跡みつけよう

吹田市立
博物館と
紫金山公園
吹田市

紫金山公園の吉志部神社鳥居

優
子
は
家
族
の
本
当
の
姿
に
気
づ
い
て
い
き

ま
す
。
こ
こ
か
ら
が
こ
の
映
画
の
真
骨
頂
で

す
。

　

年
齢
も
価
値
観
も
バ
ラ
バ
ラ
な
家
族
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
現
実
の
困
難
に
あ
い
な
が
ら
も

家
族
と
し
て
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
く
姿
を
描

い
た
人
生
喜
劇
で
す
。

　

出
演
者
の
多
く
が
兵
庫
や
大
阪
の
出
身
な

の
で
変
な
関
西
弁
の
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
が

な
い
の
が
い
い
感
じ
に
仕
上
が
っ
て
い
ま

す
。
と
く
に
、
駅
、
お
城
、
商
店
街
、
河

口
、
町
工
場
、
寺
町
な
ど
尼
崎
と
い
う
地
域

の
情
景
が
随
所
に
現
れ
ま
す
。
一
見
、
あ
り

え
な
い
家
族
設
定
の
よ
う
で
す
が
、
家
族
の

絆
を
め
ぐ
っ
て
け
っ
こ
う
泣
か
せ
て
く
れ
る

シ
ー
ン
も
あ
り
、
誰
で
も
楽
し
め
る
映
画
で

す
。
冒
頭
シ
ー
ン
は
最
後
に
オ
チ
が
あ
り
注

目
で
す
。

　

上
映
時
間
は
１
１
９
分
。
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目
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■
詳
し
く
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

吹
田
市
立
博
物
館

常
設
第
２
展
示
室


